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FY2025実績

⚫ 顧客である製造業の先行き不透明感から予算編成が遅れたスタートとなったが、開発プロセスをデジタル化するニーズは堅調
に推移する中、通期業績予想に対して計画通りの進捗。若手エンジニアの育成や中途採用によりソリューション人員は前1Q比
＋11.1%の増員した結果、売上収益は前1Q比△0.6%となるも、ソリューション売上比率が61.8%で着地。

⚫ ソリューション案件の検収タイミングが例年と比較して下期に偏重および人件費などの原価上昇により、売上総利益率は前1Q比
△1.4%で着地。

⚫ ソリューション事業の1人当たりの売上単価は前期比△8.3%で着地。通期では単価上昇は見込めている状況。

サマリ

エグゼクティブサマリー  2027年2月期  1Q決算概要

2026年3月～
2026年5月(3ヶ月)
(百万円)

※1 ソリューション比率（含むデジタルツイン）はソリューション事業の売上収益およびソリューション事業の売上収益とデジタルツイン事業の売上収益の合算値の連結売上
収益に占める割合を示しております。

実績
売上

構成比
実績

売上

構成比
前期差 前期比 進捗率 計画

売上

構成比

売上収益 1,544 100.0% 1,534 100.0% △ 10 99.4% 22.2% 6,904 100.0%

売上総利益 683 44.2% 656 42.8% △ 27 96.0% 20.4% 3,223 46.7%

販売費及び一般管理費 308 19.9% 346 22.6% +38 112.3% 21.6% 1,601 23.2%

営業利益 370 24.0% 316 20.6% △ 54 85.4% 19.6% 1,614 23.4%

前1Q(累計) 当1Q(累計) 通期業績予想
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ソリューション比率・事業別人員数

ソリューション比率の推移 事業別人員数の推移
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中途即戦力人材の採用・エンジニアリング事業からの異動により、当第1四半期末時点におけるソリューション事業の人員数は212名と
前年同月比21名（＋11.1%）の増加。エンジニアリング事業の人員数は新卒採用73名となり、新卒採用・異動ともに概ね計画通りで着地。
新卒採用社員は研修期間を経て、当第2四半期よりエンジニアリング事業にて参画が順次スタート。

※1 「ソリューション比率」及び「ソリューション+デジタルツイン比率」はソリューション事業の売上収益およびソリューション事業の売上収益とデジタルツイン事業の
売上収益の合算値の連結売上収益に占める割合を示しております。

※2 事業別人員数は各四半期末時点の各事業に従事するコンサルタント・エンジニア数を集計しております。

(＋11.1%)
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ソリューション比率
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(+0.1pt)
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ソリューション事業 1人当たり売上収益

ソリューション事業は前期比△8.3%で着地。サービス品質の向上および営業活動によりソリューション事業の稼働率は維持できてお
り、検収が前4Qおよび当2Q以降に偏重している影響。

※1 ソリューション事業の1人当たり売上収益は各月のソリューション事業の売上収益をソリューション事業に従事するコンサルタント・エンジニア数で除したものの年間の平均値を記載しております。

ソリューション事業の1人当たり売上収益

24/2期 25/2期 26/2期 27/2期1Q

人月単価 1,265 1,414 1,491 1,367
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ソリューション事業の1人当たり売上収益は前期比124千円減の1,367千円で着地。2Q以降は
案件毎の検収が積み重なり、通期では単価上昇の見込み。

(単位：千円)
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2027年2月期 1Q 連結業績サマリー

※1 ソリューション比率（含むデジタルツイン）は連結売上収益に占めるソリューション事業およびデジタルツイン事業の売上収益の割合を示しております。

当 期 利 益 率
年 間 計 画

売 上 進 捗 率売 上 総 利 益 率

1,534百万円 656百万円 316百万円 298百万円

12.6％

193百万円

22.2％

(前1Q比)

42.8%

売 上 収 益 売 上 総 利 益 営 業 利 益 税 引 前 利 益 当 期 利 益

ソ リ ュ ー シ ョ ン
比 率

( 含 む デ ジ タ ル ツ イ ン )

△0.6% △4.0%

(前1Q比)

△14.6% △15.6%

(前1Q比) (前1Q比)

△19.6%

(前1Q比)

△2.7pt

(前1Qとの差)

△2.6pt

61.8％

+0.1pt

(前1Qとの差)

△1.4pt

(前1Qとの差) (前1Qとの差)

当期は連結売上収益は前年比で△0.6%、案件検収のタイミング、組織強化等の費用増加の影響で営業利益は前年比で△14.6%で着地。
年間売上進捗率は22.2%となっており、売上収益・利益ともに計画通りの進捗。

(前1Qとの差)

※1

営 業 利 益 率

20.6％

△3.4pt
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実績
売上

構成比
実績

売上

構成比
前期差 前期比 進捗率 計画

売上

構成比

売上収益 1,544 100.0% 1,534 100.0% △ 10 99.4% 22.2% 6,904 100.0%

売上総利益 683 44.2% 656 42.8% △ 27 96.0% 20.4% 3,223 46.7%

販売費及び一般管理費 308 19.9% 346 22.6% +38 112.3% 21.6% 1,601 23.2%

その他の収益 0 0.0% 6 0.4% +6 ‐ ‐ 0 0.0%

その他の費用 4 0.3% 0 0.0% △ 4 0.0% 0.0% 7 0.1%

営業利益 370 24.0% 316 20.6% △ 54 85.4% 19.6% 1,614 23.4%

税引前四半期利益／

税引前利益
353 22.9% 298 19.4% △ 55 84.4% 19.2% 1,550 22.5%

四半期利益／

当期利益
237 15.3% 193 12.6% △ 44 81.4% 19.1% 1,008 14.6%

前1Q(累計) 当1Q(累計) 通期業績予想

連結業績概況（1Q）

2026年3月～
2026年5月(3ヶ月)
(百万円)
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事業別業績概況（1Q）

2026年3月～
2026年5月(3ヶ月)
(百万円)

主力のソリューション事業は前1Q比増収・減益。デジタルツイン事業は通期業績計画に対して順調に推移。エンジニアリング事業は
単価向上に取り組み、前1Q比減収・増益で着地。その結果、全社では売上収益が△0.6％、売上総利益が△4.0％で着地。

※1 売上構成比は通期売上収益に占める各事業の売上収益の割合を示しております。

実績
売上構成比

粗利率
実績

売上構成比

粗利率
前期差 前期比 進捗率 計画

売上構成比

粗利率

ソリューション事業 売上収益 870 56.3% 873 56.9% +3 100.3% 21.8% 4,011 58.1%

売上総利益 483 55.5% 453 51.9% △ 30 93.8% 20.8% 2,183 54.4%

デジタルツイン事業 売上収益 82 5.3% 74 4.8% △ 8 90.2% 22.4% 330 4.8%

売上総利益 46 56.1% 47 63.5% +1 102.2% 22.6% 208 63.0%

エンジニアリング事業 売上収益 591 38.3% 586 38.2% △ 5 99.2% 22.9% 2,561 37.1%

売上総利益 153 25.9% 155 26.5% +2 101.3% 18.7% 831 32.4%

連結業績 売上収益 1,544 100.0% 1,534 100.0% △ 10 99.4% 22.2% 6,904 100.0%

売上総利益 683 44.2% 656 42.8% △ 27 96.0% 20.4% 3,223 46.7%

前1Q(累計) 通期業績予想当1Q(累計)
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連結売上総利益率・事業別売上総利益率の推移

連結売上総利益率の推移 事業別売上総利益率の推移
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当第1四半期末の連結売上総利益率は42.8%で着地。ソリューション事業の売上総利益率は51.9%であるが、稼働率は安定しており、
案件の検収による影響。エンジニアリング事業は当初の計画通り、新入社員の増加により1Qは下がるが、2Q以降に案件参画が始ま
ることで、利益率は向上していく見込み。

※1 連結売上総利益率および事業別売上総利益率は1円単位で計算し、小数点第2位を四捨五入した数値を記載しております。
※2 連結売上総利益率および事業別売上総利益率は各四半期末時点における累計実績を示しております。
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販管費の内訳（1Q）

2026年3月～
2026年5月(3ヶ月)
(百万円)

販管費は前1Q比で12.3%の増加で着地。優秀なCXO人材・コンサルタントの採用、全社組織およびソリューション事業強化のための
投資を戦略的に行った結果であり、計画通りに進捗。

※1 人件費 = 「役員報酬」+「株式報酬費用」+「給与手当」+「賞与」+「法定福利費」+「福利厚生費」
※2 減価償却費 = 「減価償却費」+「顧客資産償却費」+「減価償却費-IFRS16」

実績
売上

構成比
実績

売上

構成比
前期差 前期比

売上収益 1,544 100.0% 1,534 100.0% △ 10 99.4%

販売費及び一般管理費 308 19.9% 346 22.6% +38 112.3%

人件費 155 10.0% 168 11.0% +13 108.5%

採用費 24 1.6% 27 1.8% +3 113.5%

支払手数料・支払報酬料 36 2.3% 38 2.5% +2 105.0%

減価償却費 39 2.5% 51 3.3% +12 129.6%

その他 52 3.4% 62 4.1% +10 120.0%

前1Q(累計) 当1Q(累計)
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連結BS

(百万円) (百万円)

キャッシュアロケーション・ポリシーに沿って株主還元を実施しつつ、適切なバランスシートマネジメントを行っていく方針を継続。

※1 有利子負債 = 「短期借入金」+「短期リース債務-IFRS16」+「長期借入金」+「長期リース債務-IFRS16」
※2 純有利子負債 = 「有利子負債」-「現金及び現金同等物」
※3 のれん株主資本比率 = 「のれん」 ÷ 「株主資本」
※4 資本金・資本剰余金 = 「資本金」 + 「資本準備金」 + 「その他資本剰余金」

有利子負債

3,394 百万円

(前期末差 △182 百万円)

純有利子負債

385百万円

(+131 百万円)

株主資本比率

52.8%

(+0.5pt)

のれん株主資本比率

85.8 %

(+3.3pt)

実績 構成比 実績 構成比 前期差 実績 構成比 実績 構成比 前期差

流動資産 4,619 40.1% 4,099 37.5% △ 520 流動負債 2,252 19.6% 2,111 19.3% △ 141

3,322 28.9% 3,008 27.5% △ 314 233 2.0% 275 2.5% +42

971 8.4% 719 6.6% △ 252 327 2.8% 327 3.0% +0

55 0.5% 31 0.3% △ 24 358 3.1% 396 3.6% +38

非流動資産 6,886 59.8% 6,839 62.5% △ 47 非流動負債 3,238 28.1% 3,045 27.8% △ 193

1,429 12.4% 1,389 12.7% △ 40 2,142 18.6% 1,983 18.1% △ 159

4,964 43.1% 4,964 45.4% +0 827 7.2% 795 7.3% △ 32

112 1.0% 104 1.0% △ 8 資本 6,015 52.3% 5,782 52.9% △ 233

84 0.7% 84 0.8% +0 3,043 26.4% 3,042 27.8% △ 1

272 2.4% 272 2.5% +0 3,057 26.6% 3,018 27.6% △ 39

資産合計 11,506 100.0% 10,938 100.0% △ 568 負債及び資本合計 11,506 100.0% 10,938 100.0% △ 568

利益剰余金

有形固定資産

のれん

無形資産

その他の金融資産(非流動)

繰延税金資産

資本金・資本剰余金

棚卸資産

営業債務及びその他の債務

借入金

その他の金融負債(非流動)

その他の金融負債(流動)

現金及び現金同等物

営業債権及びその他の債権

2026年2月末 2026年5月末 2026年2月末 2026年5月末

借入金



Copyright © Progress Technologies, Inc. All Rights Reserved. 14

前1Q

実績 実績 前期差 前期比

現金及び現金同等物の期首残高 905 3,322 +2,417 367.1%

735 360 △ 375 49.0%

△34 △3 +31 －

1,030 △670 △ 1,700 －

1,731 △313 △ 2,044 －

2,637 3,008 +371 114.1%

701 356 △ 345 50.8%
フリーキャッシュフロー

(営業CF+投資CF)

当1Q

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期末残高

連結CF

2026年3月～
2026年5月(3ヶ月)
(百万円)

営業CFにおいて、法人税等の支払額増加の結果、フリーキャッシュフローが前期比△375百万円、財務CFは株主還元施策（配当及び
自己株式取得）が427百万円の結果、△313百万円で着地。

※1

※1 2026年2月期1Qにおける財務活動によるキャッシュ・フローにはグロース市場へ新規上場した際に行った新株発行による収入1,259百万円が含まれております。
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2 0 2 7 年 2 月 期  重 点 戦 略 の 進 捗 状 況
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2027年2月期  重点戦略

2027年2月期においては、ソリューション事業の強化に向けた各種取り組みを継続実施すると共に、顧客ポートフォリオ拡大に向け
た新規取引先の獲得・既存取引先との取引深耕を図る。新卒の採用活動は引き続き注力。

ソリューション
事業強化

顧客ポート
フォリオ拡大

採用強化
増員

重 点 戦 略

⚫ AI×デジタルツイン案件の強化

・企業のニーズに応じて、当社の強みであるデジタルツイン技

       術にAIを組み合わせ、付加価値の高いプロジェクトを企画

⚫ エンジニアリング事業からの異動

    ・ソリューション事業の拡大に向け、育成による社内での異動

人員数の増加

⚫ 顧客ニーズの深堀りと案件化

・防衛産業におけるAI活用向け情報構造化プロジェクト、産業

用機械の業務効率化AI活用開発等の新たな領域での案件受注

⚫ パートナー企業との連携強化

    ・パートナー企業と連携して、新しい技術獲得・社会実装を

推進し、自動車以外の業界への展開を加速

⚫ 2027年4月入社新卒採用確保

・地方での人材発掘・採用活動の拡大

⚫ SA/PM人材の獲得とプロジェクトマネジメント体制強化

・SA/PM人材を採用・育成により増加することで体制強化

⚫ 退職抑制

・退職率を低減させ、エンジニア人材を確保

ソリューション事業に人的リソースをシフトし、設計開発
プロセスのデジタル化ニーズに対応することでソリュー
ション比率を高める。

自動車OEM・Tier1の案件取り込みを継続する一方、
サービス提供先の業界を広げ、事業リスクを低減。

新卒社員採用数の増員を計画。中途採用は高い技術力を持
つハイスキル人材にフォーカスし採用を継続

ソリューション比率

計画62.9％（△1.1％）
ソリューション化は順調に進捗

自動車以外の業界への顧客ポートフォリオ拡大

防衛・社会インフラ・ハイテクデバイス

61.8％
（2027/2期1Q時点）

新卒内定者数

55名
（2027/6末時点）

計画90名（進捗61％）
内、6名が地方拠点の採用成果
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A p p e n d i x
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1  会 社 概 要

プログレス・テクノロジーズ  グループ  概要

社名
プログレス・テクノロジーズ グループ
株式会社

設立 2020年6月

本社
東京都江東区青梅1-1-20
ダイバーシティ東京オフィスタワー15階

代表者 代表取締役 中山 岳人

資本金 657,607千円

従業員数 639名（連結）※2026年5月末時点

グループ会社
プログレス・テクノロジーズ株式会社
S&VL株式会社

会 社 概 要

• デジタルツールの選定からプロセス構築、運用

定着までのワンストップソリューションを提供

• 設計開発プロジェクトの一括引き受け

ソリューション事業

• 高度なデジタルツイン技術を用いたフロント

ローディングソリューションを提供

• 最先端ドライビングシミュレータの活用

デジタルツイン事業

• 設計開発人材の提供

• 設計開発実務のサポート

エンジニアリング事業

製造業の設計開発領域に特化

ソリューション事業・デジタルツイン事業に注力

主な契約形態：請負・準委任

主な契約形態：請負・準委任

主な契約形態：派遣
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1  会 社 概 要

コーポレートスローガン

世界を進める、一歩を。
プログレス・テクノロジーズ グループのコーポレートスローガンは、

進歩、前進、発展を意味する「プログレス」を社名に持つ私たちの企業姿勢を表現しています。

世の中に変化をもたらすその一歩を、お客様とともに踏み出し、

ものづくりの未来を創るパートナーでありたいと考えています。

そのために私たち自身も、勇気と信念を持って挑戦し続けています。
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グローバルな競争環境において、デジタル化の遅れに対する危機感が醸成されてきている状況。

製造DXの市場は今後大きな成長が見込まれる。

60

80

100

120

140

160

180

200

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

I T 投 資 の 国 際 比 較

2023年度見込 2030年度予測

9,060億円

3,870億円

• 製造DX市場は2023年から2030年にかけて約2.3倍の成長を見込む。

• 多くの企業がDXを重要な経営課題として認識。

• 製造業においては、需要変動や環境変化への対応、人材不足などの課題が顕在化。

• オープン化・クラウド化、業務やデータの標準化、
業務効率化・データ活用が進んでいない

• 業務改革を伴わず、個別最適による業務改善が中心

米国

英国

遅れをとる日本のデジタル化 成長が見込まれるDX市場

出所：富士キメラ総研「2024 デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望 市場編」
(注) 2000年のIT投資額を100として指数化。

出所：OECD.Stat

日本

2  モ ノ づ く り を 取 り 巻 く 事 業 環 境 と 今 後 の 見 通 し

世界に遅れる日本のデジタル化
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※3 出所：富士キメラ総研「2024 デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望」

日本の製造業界は過去の成功体験を引きずっており、思い切った真の変革は出来ていない。

デジタル化の遅れに対する危機感が醸成されており、製造DX市場は今後大きな成長が見込まれる。

※1 TAMは特定の事業が獲得できる可能性のある全体の市場規模、SAMは特定の事業が獲得しうる最大の市場規模、SOMは特定の事業が実際にアプローチできる顧客の市場規模を意味しております。

※2 TAM/SAM/SOMはいずれも、当社グループが本資料作成日現在で営む事業に係る客観的な市場規模等を示す目的で算出されたものではないため、実際の市場規模等とは異なる可能性があります。

SOM

TAM

SAM

製造DX市場

自動車業界、半導体、精密機械、
医療、重工業のTAMに占める割合

エンタープライズ企業のSAMに
占める割合

SOM

905億円

SAM

2,863億円

TAM

3,870億円

905億円

2,863億円

3,870億円

SOM

2,118億円

SAM

6,704億円

TAM

9,060億円2023年

2030年

2  モ ノ づ く り を 取 り 巻 く 事 業 環 境 と 今 後 の 見 通 し

市場規模：TAM・SAM・SOM
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2  モ ノ づ く り を 取 り 巻 く 事 業 環 境 と 今 後 の 見 通 し

モノづくりにおける日欧の比較（自動車業界を例に）

垂直統合（ケイレツ）

• 基礎研究から製品開発、アフターサービスに至るまでの一連の製品

開発プロセス全てをメーカーを頂点とする自社系列の中で行う

• メーカーが主導的な立場で、系列メーカー間で調整を行う「すり合

わせ」型の開発で、柔軟性に欠け、イノベーションが起きにくい

• 適切な技術承継の仕組みが確立されていない場合、重要な技術・

ノウハウが失われる可能性も

水平分業

• メーカー、エンジニアリング・プロフェッショナルファーム、サプ

ライヤーがそれぞれ得意分野を担い、技術開発を行うことでイノ

ベーションを促進

• エンジニアリング・プロフェッショナルファームは自社固有の知見

やスキル・経験をメーカーに提供

• 電動化（EV）や自動運転（ADAS）などの自動車技術の変化に柔軟

に対応。

エンジニアリング・
プロファーム

メーカー サプライヤー

日本における技術開発 デジタル化が進む欧州における技術開発

メーカー

サプライヤー

サプライヤーサプライヤー

サプライヤー
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※1 上記は経済産業省「延長産業連関表」から当社作成のイメージ図。（縦軸は2010年の数値を基準とした際の対数）

技術の進展による製品要求の多様化・高度化を背景とした工数増加に伴い、メーカーによる自社完結が困難に。

市場での競争優位性を高めるには、前倒し可能な作業を設計開発の段階で作り込むことが不可欠（フロントローディング）。

工数 人員数

日本の製造業の生産性を
高めるためには、

デジタル活用による
超効率化が必須

リソースの不足

• 製品要求の多様化

• 製品サイクルの短期化

• 技術の高度化

• 少子高齢化

• 技術承継者不足

• 古い商習慣

要求水準の高まりとリソース不足 不具合の検知から早期タイミングでの予測へ (フロントローディング)

高まるメーカーへの要求水準

3  顧 客 課 題 と ビ ジ ネ ス モ デ ル

メーカーの課題とフロントローディングの重要性

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図 試作・
評価 量産移行

不具合の
検知

再設計＆
実機を再作成

手戻りの発生

CAD導入などのデジタル化の設計開発プロセス

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図 試作・
評価 量産移行

不具合の
検知

再設計＆
実機を再作成

手戻りの発生

従来の設計開発プロセス

AI デジタルツイン

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図 試作・
評価

量産移行

不具合の可能性の予測
/最適化

デジタル
シミュレーション

改革後の設計開発プロセス

手戻り減
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設計開発領域を得意とし、課題の抽出からツールの選定、プロセスの設計、運用定着をワンストップで実行。

最先端技術が集積する業界に特化し、グローバルの競争力を持った国内トップ企業との取引を実現。

設 計 開 発 領 域

設計部門を中心とした製品開発プロセスの上流工程
市場調査、商品企画、基本設計、システム設計、工程図の作成

製品開発プロセスの上流工程に特化 日本の最先端技術が集積する5つの業界に特化

企 画 設 計 調 達 製 造 検 査 出 荷 ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ

重工業医療
精密
機械

半導体自動車

3  顧 客 課 題 と ビ ジ ネ ス モ デ ル

プログレスの提供価値（領域特化で高い付加価値を実現）

生 技 製 造 領 域連携
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設計開発プロセスを改革するための独自のメソドロジーを有しており、お客様への価値提供を高い再現性を持って実現。

独自の方法論と高い技術力によって、設計開発領域のデジタル化を実行。

4  当 社 の 優 位 性

PT独自のメソドロジーと専門技術

PT独自のメソドロジー PT独自の専門技術

熟 練 者 の 頭 の 中 点 在 す る デ ー タ

要求、機能、ロジック、ナレッジ、

ノウハウ、設計パラメータ

ファイルサーバー、システム内、

帳票・紙ファイル

要求から設計パラメータまでの相関を可視化

デジタルツインやAI活用を見越した

多次元情報構造の構築

PT DBS

設計開発の

実務知識

コンサル

ノウハウ

業務改革

ノウハウ

システム

ツール

Progress Technologies Design Basis Solution

特許第754676号

設計開発における独自のメソドロジーに加え、お客様の真の課

題を解決するため、２つの技術ドメインに特化。

最適化・知能化技術

仮想空間における、

多次元シミュレーション技術

自動化・高速化技術

操作性向上技術

デジタルツイン
  （XiLS）

AI
（RPA）
（UX）
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4  当 社 の 優 位 性

AI×デジタルツイン（プロセス導入の仕組み）

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図
試作・
評価

量産移行

特許を取得しているPTDBSと設計開発を熟知している強みを生かし、アナログの属人化された設計開発データをAIリーダブルに整理し、
AIエージェントで各種モデルを作成、時間・工数・費用の削減を実現

Asis 
設計開発フロー

AI×デジタルツイン

業務プロセス ツール/システムAIデータベース

制御モデルハードモデル システムモデル

ToBE
設計開発フロー

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図
試作・
評価

量産移行

AIエージェントで自動化

PTDBSで設計開発の複雑な
情報をAIが読み込める形で整理

時間・工数・費用減の実現

デジタルデータモデル

特許取得
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4  当 社 の 優 位 性

AI×デジタルツイン（プロセス導入の効果）

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図
試作・
評価

量産移行

不具合の
検知

再設計＆
実機を再作成 手戻りの発生

CAD導入などのデジタル化の設計開発プロセス

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図
試作・
評価

量産移行

不具合の
検知

再設計＆
実機を再作成

手戻りの発生

従来の設計開発プロセス

AI デジタルツイン

企画 仕様策定 構想設計 基本設計 詳細設計 出図
試作・
評価

量産移行

不具合の可能性の予測
/最適化

デジタル
シミュレーション

改革後の設計開発プロセス

手戻り減

時間・工数・費用 
減

タスク減

競争力の強化

時間・工数・費用 
大

時間・工数・費用 
減

タスク増

設計開発領域における従来のアナログプロセス、ツール主体のデジタル化プロセスから、ＡＩとデジタルツイン技術を駆使した競争力を
高めるデジタル化プロセスを構築



Copyright © Progress Technologies, Inc. All Rights Reserved. 28

4  当 社 の 優 位 性

AI×デジタルツイン（当社の強み/差別化要因）

設計開発のデジタルデータ化からプロセス改革までを組織横断で提供

コンサル会社
ノウハウの提供

各部門へピンポイントソリューションを提供

他 社

プロセス改革部門

顧 客
コ ン サ ル 会 社

プロセスの整理はできるが、モノづくりの実経験を持っていないため

データの整理はできない

他 社 が 参 入 で き な い 理 由

ソ フ ト ウ ェ ア ベ ン ダ ー ／ S I e r

ITシステムの販売やそれらの保守・運用の案件獲得がゴール

モノづくりの実経験を持っていないため、データの整理はできない

エ ン ジ ニ ア 派 遣 会 社

設計開発の現場へリソース提供はしているが、設計開発そのもののスキ

ルや経験は有していないため、プロセスの整理やITシステムの保守・運

用やデータ整理はできない

（業務）プロセス

ｿﾌﾄｳｪｱﾍﾞﾝﾀﾞｰ/SIer
ITツールの提供

IT部門

（ツール）システム

エンジニア派遣会社
労働力の提供

設計開発部門

データ（DB)

PTDBS デジタルツイン

A I に よ り 当 社 サ ー ビ ス が な く な ら な い 理 由

AIを活用（調律）する専門技術集団。デジタル技術と掛け合わせることで、AIと共に発展していく事業を展開。

・特許化された独自の方法論により、ベテランエンジニアの属人化さ

れたアナログデータをAIリーダブルにデジタルデータ化し整理

・ツールの知見があるため、データを使用しフロントの業務に適用

できるデジタルツインツール（AIエージェント）の作成が可能

AI
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設計開発現場のバックグラウンドを有したコンサルタント・エンジニアがそれぞれ5つの技術ドメインに特化。

シミュレーション技術に代表される高いレベルの技術を活用し、お客様の真の課題を解決。

設計開発の現役エンジニア513名（2026年2月末時点） PT専門技術

173名

270名

ソフト・IT領域エレキ領域

各技術領域において高い専門性を有したプロが
お客様の部署間連携を推進し、価値を提供

70名

お客様

メカ領域
5つの最先端デジタル技術に特化

デジタルツイン

X i L S

A I

U X

R P A

仮想空間における多次元

シミュレーション技術

現実に存在するものをデジタルな

「双子」として生成

シミュレーションループ内に様々

なものを介在

データ分析によるニーズ把握

シミュレーションによる不具合検出

ユーザー視点で機能やデザインを

設計

設計開発プロセスの自動化、

ヒューマンエラー低減

最適化・知能化技術

操作性・体験価値

向上技術

自動化・高速化技術

4  当 社 の 優 位 性

高い技術専門性を有したコンサルタント・エンジニア
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ソリューションカンパニーとしての事業実現に向けて、3つの戦略を実行。顧客の真の課題解決のための技術展開・アライアンス・拠点
展開を同時に進め、収益成長性・利益率向上を追求。

世界でもトップクラスのパートナーと組

むことで顧客に最先端の技術提供および

大規模プロジェクトの提案・獲得・支援

できる体制を構築する。

営業戦略

アライアンス

AI×デジタルツインの技術展開により、

ソリューション事業の強化に集中。顧客

の開発業務をデジタル化するためのエン

ジニアリング会社としての地位確立を目

指す。

サービス強化

技術開発

地方拠点での人材発掘・育成・採用およ

び産学官連携により付加価値の高い事

業・技術研究を行うことで「まちづく

り」「人づくり」に貢献。

採用強化

拠点展開

5  成 長 戦 略

中長期における成長戦略

高い収益性
採用強化

利益率向上
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5  成 長 戦 略

中長期における主な取り組み

中長期的にはオーガニック成長を基本としつつ、新技術の開発・アライアンス戦略・拠点展開に注力することで、
「ソリューション比率増加」×「稼働率増加」 ×「エンジニア数増加」により収益成長率および営業利益成長率を高める。

技術開発

アライアンス

拠点展開

中 長 期 取 組 み

⚫ 最先端の技術活用により提供する付加価値を最大化

・強みであるデジタルツインにAIを掛け合わせることにより、

顧客ニーズに対応した更なるサービス品質の向上

⚫ ソリューション事業の拡大

・SA/PMモデルにより、プロジェクト価値および規模の拡大

・AIを開発/活用する専門集団（ソリューションカンパニー化）

・あらゆる業界に活用できるAIソリューションの開発

⚫ 付加価値の向上

・イノベーションセンターを活用した最先端技術の共同提案

⚫ エンジニアリングリソースの拡大

・国内、海外における開発ニーズへの対応

⚫ 新技術の開発体制の強化

・大学等と連携し、AI/DX領域等の技術開発基盤の研究

「AI×デジタルツイン」により、高度化する設計開発プロ
セスのデジタル化ニーズに対応。プロジェクト規模の拡大
とサービス品質の向上を並行して推進。

アライアンス戦略により、「付加価値」「エンジニアリン
グリソース」「新技術の開発体制」獲得を目指す。

新卒採用力を高めることで人材プールを拡大。併せて人
材・支援体制構築への投資を行うことで成長力を高める。

新卒内定者数

150名

ソリューション比率

70％

⚫ 人材獲得の多様化

・優秀な工学系人材の発掘/育成/採用を行い、独自採用ルート確立

⚫ 多拠点での開発体制構築

・首都圏以外での開発体制を構築

・拠点別に優れた技術開発領域を確立

営業利益率

30％

付加価値 リソース 開発体制

ソリューション強化 収益の確保 戦略投資
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中期的なターゲットとして、ソリューション事業で65%～70%、デジタルツイン事業で7%～10%の売上高構成比、連結営業利益率30%
を設定。ソリューション事業・デジタルツイン事業の強化と適切なコスト管理による収益性の向上を図る。

24.9%
22.5%

25.0% 24.9%

30.0%

-3.0%

2.0%

7.0%

12.0%

17.0%

22.0%

27.0%

32.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

23/2期 24/2期 25/2期 26/2期 Mid-Term Target

エンジニアリング事業 デジタルツイン事業

ソリューション事業 連結営業利益率

ソリューション比率

45.7%

デジタルツイン比率

0.7%

ソリューション比率

50.0%

デジタルツイン比率

1.8%

ソリューション比率

53.4%

デジタルツイン比率

1.3%

ソリューション比率

65.0%～70.0%

デジタルツイン比率

7.0%～10.0%

※1「デジタルツイン比率」及び「ソリューション比率」はいずれも連結売上収益に占める構成比を示しています。
※2 2025年2月期の営業利益に関しては和解金500百万円の影響を控除した調整後連結営業利益を採用しております。
※3 2026年2月期の営業利益に関しては受取補償金211百万円の影響を控除した調整後連結営業利益を採用しております。

5  成 長 戦 略

中期的なターゲット水準

ソリューション比率

56.2%

デジタルツイン比率

3.5%
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5  成 長 戦 略

SA/PMモデルの推進（付加価値を高めるための組織づくり）

属人化したアナログ系ノウハウに基づくコンサルテーションではなく、特定技術領域毎にチームを組成し、

自らがデジタル武装した上で、品質の高いソリューションをお客様に提供

デジタル武装したチームによる高品質ソリューションの提供 SA・PMの組織体制で実現できること

お客様の課題を深く理解し、専門のIT技術を
用いてシステム全体の最適な設計を行い、

お客様にソリューションを提供

ソリューションアーキテクト

プロジェクト全体の工程・進行管理を担い、
予算・品質・納期に対して全責任を負う

プロジェクトマネジャー
×

SAがお客様の課題の本質を掴み、解決方法を提案
PMがプロジェクトを実行する役割分担によって

それぞれの強みを生かしつつ、複数のプロジェクトを
高いレベルで並行して実行

コ ン サ ル タ ン ト 組 織 イ メ ー ジ

お 客 様

RPA

自動車 半導体 精密機械 医療 重工業

SA

PM PM

UX

SA

PM PM

AI

SA

PM PM

xILS

SA

PM PM

デジタルツイン

SA

PM PM

ア ナ ロ グ 系 ノ ウ ハ ウ で は な く デ ジ タ ル 武 装 し た
チ ー ム が 品 質 の 高 い ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供
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5  成 長 戦 略

ソリューション人員の確保

• 新卒採用 多拠点及び産学連携による新しい採用ルートの

確立

• 中途採用 デジタルエンジニア採用に特化したエージェン

トとのアライアンスによる独自の採用手法の確立

• 設計開発現場の経験を積みながら、将来ソリューショ

ン事業を担うコンサルタントに育成

• 育成モデルを強化して短期間での昇格を可能とする

• 人事制度改革によって、待遇面や働きやすさの改善を実施

採用強化

グループ内異動

人材育成・環境改善

1

2

3

新規採用・昇格イメージ ソリューション人員確保のための戦略

エンジニア

シニアエンジニア

ソリューションスペシャリスト

プロフェッショナル

プロジェクトマネジャー

コンサルタント

新卒採用＝多拠点＆産学連携の独自採用手法

昇格
独自の育成・昇格システム

中途採用
専属の採用エージェント
との連携による独自手法

エ
キ
ス
パ
ー
ト

ア
ソ
シ
エ
イ
ト

独自の採用・育成・昇格システムを強化することで、ソリューション事業を強化するための人員の確保に注力。
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製造業界におけるデジタル化でリードする自動車業界との取引強化に現在は注力。自動車以外の注力業界に当社グループの知見や

ノウハウを水平展開し、成長と事業リスク低減を実現していく方針。

日本においては自動車業界が国の技術をリード。自動車業界で培われ

た技術は他業界への転用・波及が見込まれる。

自 動 運 転 技 術

電 気 自 動 車 ( E V )

技 術

セ ン サ ー 技 術

材 料 技 術
（ 軽 量 化 、 耐 久 性 ）

コ ネ ク テ ッ ド
技 術 ( I o T )

エネルギー業界・再生エネルギー

家庭用蓄電池、エネルギー貯蔵システム

医療、ロボティクス（ロボット手術、遠隔診断）

産業用ロボット、スマートファクトリー

航空、建設、医療機器

（軽量化、高強度材料）

スマートホーム

（セキュリティ、温度調整）

物流、農業、ドローン、ヘルスケア

（農薬散布、配送業務、品質管理、予測メンテナンス）
• 設計開発領域におけるデジタル化の協力なパートナー

として、自動車OEM・サプライヤーとの関係を一層

強化。

• ソリューション提供・リソース提供に対する旺盛な

需要に組織強化の上、対応。

• 既存顧客との取引深耕、新規顧客の案件獲得の体制

を強化し、業界の偏重・事業リスクを低減。

自動車業界

売上収益の業界分布と今後の方針 自動車技術の波及イメージ

約60%

半導体・精密機械・医療・重工業・その他

5  成 長 戦 略

顧客ポートフォリオの拡大
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5  成 長 戦 略

アライアンス戦略

イノベーションセンター（2025年11月開設：東京都江東区）パートナー企業との連携

デ ジ タ ル ツ イ ン A I

• デジタルツイン領域ではdSPACE社・ダッソーシステムズ社と制御・機械

領域において、AI・IT領域では丸紅I-DIGIO社と連携することでサービス

品質を高める。

xILS AI RPA UX
デジタル

ツイン

• コア技術であるデジタルツイン技術に最新のAI技術を掛け合わせることで、

世界中の製造業が目指す超高効率で高速な開発を実現。

• 技術構想からプロトタイプ化、開発、検証までをワンストップで推進。

• リアルとバーチャルの開発環境を融合させ、意思決定の迅速化・QCD向上

を図ることを、夢ではなく現実のものとして実現できる場。

製品開発プロセスのデジタル化を実現する事業パートナーとのアライアンスを活用し、製造業への提供価値の向上および

AI×デジタルツイン/DX化の取り組みを加速。

×
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5  成 長 戦 略

拠点展開による新しいモノづくりの体制

開発・採用活動のエリアを首都圏以外に拡大。産学官連携を進めることで、技術開発および優秀な技術者人材を発掘・育成・採用

し、人的リソースが不足している設計開発領域のメーカー課題をクラウド環境を用いて解消。

大学・教育機関 メーカー

学生・求職者

採用
育成

委託

リソース

研究成果

共同研究

教育

技 術 開 発

地域の自治体や大学と連携しながら、AI

をはじめとする研究や技術開発を継続し

て実施し、最先端のサービスを創出する

プ ロ ジ ェ ク ト 実 施 数 の 拡 大

首都圏で受けきれないメーカーからの

プロジェクト案件を展開地域のリソー

スで拡大

技 術 系 人 材 の 発 掘 ・ 育 成 ・ 採 用

地域の学生に設計開発教育を提供かつ

地元にはない最先端のデジタル開発業

務への従事する環境を提供

発掘
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設立 1978年

本社 Aachen, Germany

売上高 約1,100億円

従業員数 約7,000名

拠点 25ヶ国（40拠点以上）

ドイツ・FEV社
アーヘン工科大と連携

6  当 社 が 中 長 期 的 に 目 指 す 姿

欧州のエンジニアリング・プロフェッショナルファーム

大 学

学

• 設備

• 研究

• 人材

強い人的ネットワーク
（人材供給）

技術のベクトル合わせ

（産業側ニーズ）

メーカーは独自価値の創出に注力

産

• 技術開発

エンジニアリング
プロファーム

産学連携を通じた高度なソリューションの提供

設立 1948年

本社 Austria

売上高 約3,500億円

従業員数 約12,200名

拠点 29ヶ国（90拠点以上）

オーストリア・AVL社
グラーツ工科大／
ウィーン工科大と連携

代表的なエンジニアリング・プロフェッショナルファーム

エンジニアリング・プロフェッショナルファームは産学連携を進め、メーカーに高いレベルのソリューション・技術を
提供。技術と人材の好循環を生み出し、メーカーが独自価値の創出や他社との競争にフォーカスできる環境を構築。

※1 出所：同社ウェブサイト
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短期～中期では、技術強化や人材獲得・育成による組織作り等の戦略を進め、完全なソリューションカンパニーに
脱皮。長期的にはM&Aやアライアンスを活用しながら、日本の製造業にとって必要不可欠なパートナーとしての
地位を確立する。

現在

Mid-Term

Long-Term

必要不可欠な

ビジネスパートナー

• 顧客基盤の拡大

• ソリューション事業強化

• M&A

• アライアンス含めた

エンジニア10,000人体制

• ソリューションカンパニー化

• 専門技術領域別組織の確立

• PT DBSのシステム化

• 人員拡大（採用・教育）

設計開発領域の

デジタル化を実現する

6  当 社 が 中 長 期 的 に 目 指 す 姿

プログレスグループの目指す姿
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7  キ ャ ッ シ ュ ・ ア ロ ケ ー シ ョ ン

キャッシュ・アロケーションの考え方

営業キャッシュフロー

（2026年2月期実績）

2,000百万円

手元現預金

（2026年2月末時点）

3,322百万円

成長投資

財務基盤の強化

株主還元

手元現預金

✓ 優秀な人材を獲得するための採用費や拠点・
環境等への投資

✓ 業務効率を高めるためのシステム投資
✓ 人材育成のための投資
✓ 将来的なM&A

✓ 2026年2月末 有利子負債残高：3,576百万円
✓ 年間約定返済額：398百万円

✓ 成長投資とのバランスを取りながら配当およ
び自己株式取得を実施

✓ 配当については配当性向20%を基準としつつ、
累進配当とする

✓ 月商の3ヶ月分程度をミニマムな手元現預金の
水準とする

毎期の営業キャッシュフローの水準を鑑みつつ、成長投資・財務基盤強化・株主還元のバランスを保つ最適なキャッシュ・アロ

ケーションを実施していく方針。
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デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー ・ I R ポ リ シ ー
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ディスクロージャー・ IRポリシー

株主・投資家の皆様との建設的な対話と経営上の重要な課題と位置づけ、IR活動に取り組んで参ります。

⚫ I R カ レ ン ダ ー

⚫ 沈 黙 期 間 ( I R 自 粛 期 間 )

当社の決算期は2月末日です。四半期ごとにアナリスト・機関投資家向けの決算説明会を開催予定です。

決算数値等の漏洩防止を目的として、各四半期の期末日の翌日から各決算発表日までを沈黙期間(IR自粛期間)としております。
この期間中は、決算・業績見通しに関する質問への回答やコメントを差し控えております。

第1四半期

3月 4月 5月

第2四半期

6月 7月 8月

第3四半期

9月 10月 11月

第4四半期

12月 1月 2月

通期決算発表

定時株主総会

第1四半期決算発表 第2四半期決算発表 第3四半期決算発表
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問い合わせ先、ディスクレーマー

本資料の注記
• 本資料は、監査法人による監査を受けておりません。
• 金額は、表示単位未満を切り捨てて表示、％(パーセント)で表示する項目は、表示単位未満を四捨五入して表示しております。
• 売上構成比、前1Qとの差、前1Q比及びその他％(パーセント)で表示する項目は、表示単位未満を切り捨てた金額で計算しております。

見通しに関する注意事項
本資料につきましては、株主・投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。
本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、
将来における当社の業績が現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用下さい。業界等に関する記述
につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありま
せん。本資料は、株主・投資家の皆様ご自身の判断と責任において利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社はいか
なる場合においてもその責任は負いません。

⚫ IRに関するお問い合わせ

プログレス・テクノロジーズ グループ株式会社 IR

TEL：050-3816-9386 / e-mail：ir@progresstech.jp

⚫ 次回決算発表(予定)：2027年2月期 第2四半期決算

2026年10月14日(水)：決算発表(決算短信の開示)

2026年10月15日(木)：決算説明会(アナリスト・機関投資家向け)



世界を進める、一歩を。
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